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１．経営戦略の中間見直し 

本市の下水道事業は、公共下水道事業と農業集落排水事業により構成され、昭和 

50年の計画認可以降、段階的に整備を進めてきました。汚水を処理して生活環境を清

潔に保つこと、河川等の水質を守ること、雨水を速やかに排除して、浸水被害を防ぐ

など多面的な役割を果たしており、市民生活にとって必要不可欠な社会基盤として、

重要な役割を担っております。 

 一方で、本市を取り巻く社会経済情勢は、厳しさを増しております。今後も人口減

少傾向が続く見込みであり、有収水量の減少に伴って下水道事業の収入も減少してい

くことが見込まれます。また、物価上昇や、人件費の高騰が当面続くことが予想され

る一方で、人材確保の難しさ、下水道施設の老朽化に伴う更新需要の増大、地震や自

然災害に対する備えの必要性といった課題が顕在化しています。こうした複数の課題

を同時に解決し、将来にわたって安定的に事業を継続するための中長期的な経営の基

本計画である「経営戦略」を策定し、その戦略に基づいた計画的かつ合理的な経営を

通じて経営基盤を強化し、財政マネジメントを向上させることが求められています。 

本市は令和３年３月に、現有資産の状況と、中長期的な更新需要の見通し、更新需

要に対応できる財政収支計画を検討し、経営健全化や財源確保の方向性を整理した

「米沢市下水道事業経営戦略」を策定し、経営改善に取り組んできました。 

 「米沢市下水道事業経営戦略」は、計画期間を令和３年度から令和 12 年度までの

10年間としておりますが、この度はその中間見直しを行います。令和２年度から令和

６年度までの決算を分析して、目標値との乖離要因を特定するとともに、これまで講

じた取組の効果を検証します。また、令和８年度から令和 12 年度までの期間に収支

均衡が図られるよう、最新の収支計画及び事業計画に基づいて、収入確保と支出最小

化策についてまとめます。 
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２．乖離要因の特定とそのための取組等 

令和３年３月に掲げた「目指す目標値」と各年度の実績値は、次のとおりです。 

目指す目標値（公共下水道事業） 

項目 
実績値 目標値 

R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R12 

経常収支比率（％） ９８．８ １０１．3 １０６．5 ９５．８ ９８．０ ９４．8 １００．０ １００．０ 

経費回収率（％） ９６．０ ９４．５ ９５．2 ９１．2 ９６．3 ８９．1 １００．０ １００．０ 

繰入率（％） １８．５ １８．９ １７．５ １０．６ １３．３ ９．２ １８．０以下 ２０．０以下 

 

目標値と乖離した要因、取組等は、次のとおり分析します。 

これまでの取組、効果等 

№ 乖離要因（できているか） 抜本的な改革 取組 効果 効果分類 実施年度 

１ 下水道事業の最適化 効率化 地方公営企業法の適用 経営状況の的確な

把握等 

収入確保 

支出最小 

H31 

２ 〃 効率化 公共下水道事業区域の 

見直し 

事業規模の縮小 支出最小 R6 

３ スケールダウン 効率化 農業集落排水処理施設の 

改築 

規模の縮小 支出最小 R４ 

４        〃 効率化 ストックマネジメント計画に 

よる処理施設の改築 

電力使用量の削減、

施設稼働の効率化、

老朽化対策 

支出最小 継続 

５ 国が求める経営努力の 

水準の確保 

料金改定 下水道使用料の改定 私費負担の適正化 収入確保 R6 

６ し尿受入施設事業の 

効率化 

広域化 し尿受入施設の整備 施設利用の効率化、

未利用施設の活用、

収入の確保 

収入確保 R６ 
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乖離要因とその解消に向けた今後の取組等 

№ 乖離要因（できているか） 抜本的な改革 取組 効果 効果分類 実施年度 

１ スケールダウン 効率化 ストックマネジメント計画の 

見直し（管渠） 

長期的な視点での適

正な管理、更新、老朽

化対策 

支出最小 R7から 

２ 下水道事業の最適化  下水道耐震化基本計画 処理場等の耐震化 支出最小 R8から 

３ 〃  新産業団地の整備に伴う汚

水管の整備 

収入の確保 収入確保 R9から 

４ 〃 民間活用 ウォーターPPP/PFIの推進 企業ノウハウや技術

力の活用 

支出最小 R9から 

 

乖離の要因として大きかったのは、国が求める最低限行うべき経営努力の水準（使

用料単価 150円／㎥以上）が確保できていなかったことや、今後、資本費算入率が 50％

を下回る見込みであることから、これを解消するため、令和５年度末から下水道使用

料改定の検討を進めました。使用料単価及び資本費算入率を指標として採用し、算定

期間を設定し、これら指標を満たす水準となるよう下水道使用料の改定（平均改定率

18.6％）を行い、私費負担の適正化を図ったものです。 

また、農業集落排水処理施設について、令和４年度に現在の人口規模に合わせた処

理能力に縮小し、施設の改築を完了しました。 

繰入率は目標値を達成している年度がありますが、経常収支比率が 100％に達して

おらず、赤字を計上している年度があります。国が求める最低限行うべき経営努力の

水準が確保できていないこと及び公費で負担すべき分が適正に負担されていないこ

とが原因と分析します。 
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３．下水道事業の概要 

３.１ 現況 

本市の下水道事業は、「公共下水道事業」と「農業集落排水事業」があります。 

公共下水道事業は、国土交通省所管の事業で、主として市街地の汚水を排除及び処

理することを目的としています。本市では、昭和 61 年３月に八幡原地区の特定公共

下水道が、昭和 63年 10月に公共下水道がそれぞれ供用を開始しました。また、経営

状況や資産等を正確に把握し、計画的な経営基盤の強化と財政マネジメントの向上に

取り組むため、平成 31 年４月から、下水道事業に公営企業会計を適用しています。

令和７年４月には、し尿受入施設（中田クリーンセンター）が稼働し、処理施設の利

用効率化と東南置賜地区における汚水処理事業の経営改善を図りました。 

農業集落排水事業は、農林水産省の事業で、公共下水道区域外において主として農

村集落のし尿や、生活雑排水などの汚水の排除及び処理を行い、水質保全と農村の生

活環境の改善を目的としています。本市では、平成 12 年４月に成島地区農業集落排

水処理施設の供用を開始し、令和４年度に施設の改築を完了しました。 
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  ３.１.１ 施設 

 公共下水道事業及び農業集落排水事業における施設の令和６年度末現在の状況は

次のとおりです。 

米沢市下水道事業の概要（令和６年度末現在） 

項目 公共下水道事業 農業集落排水事業 

処理系統数 ２（米沢、八幡原） １（成島） 

供用開始年度 

（供用後経過年数） 

八幡原： 昭和６1年度（３９年） 

米  沢： 昭和６３年度（３７年） 

平成１２年度（２５年） 

処理区域内人口（人） 49,015 388 

水洗化人口（人） 44,463 345 

水洗化世帯（戸） 20,397 133 

人口水洗化率（％） 90.7 88.9 

処理区域面積（ha） 1,821．２ 33.0 

処理区域内人口密度（人/ha） 26.9 11.8 

処理場数（ポンプ場数） 1（２） 1（０） 

晴天時処理能力（㎥/日） 35,650 144 

年間総処理水量（㎥） 9,151,570 29,937 

一日最大処理水量（㎥） 36,190 101.0 

管渠延長（ｍ） ３０２，７３５.0 5830.9 

法適（全部・財務）・非適の区分及び年月 全部適用 

平成３１年４月 

全部適用 

平成 31年４月 

流域下水道等への接続の有無 無 無 

 

本市において供用開始が最も早い八幡原処理区は、供用開始から 39 年が経過して

います。汚水管渠の法定耐用年数が 50 年とされており、耐用年数を経過している汚

水管渠は現時点ではありませんが、能登半島地震や埼玉県八潮市の陥没事故が発生し

たことから、今後劣化が進んでいく管路施設において令和 8 年度策定予定のストック

マネジメント計画に基づき計画的に改築を進め、強靭化や効率的な維持管理に努める

必要があります。 

処理施設、ポンプ場及び管渠については、ストックマネジメント計画に基づき改築

を着実に進めていくこととします。施設の耐震化や老朽化対策を図り、合わせて自然

災害に備えた対策を講じていく必要があります。 
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施設の維持管理、改築を進めるに当たっては、総務省の「上下水道政策の基本的な

あり方検討会」の第１次とりまとめで示されたとおり、「将来にわたり適切な事業運

営が可能な組織体制の構築と更新投資の財源確保」のため、経営改善等に努めること

が肝要となります。 

 

  ３.１.２ 使用料 

 本市の使用料は、公共下水道事業の総括原価に基づき単価を設定しています。農業

集落排水処理施設使用料は、公共下水道と同一の行政サービスと捉え、同じ料金体系

としています。 

令和７年９月１日からの使用料体系、直近６年間の有収水量の推移は、次のとおり

です。                         

円（税込） 

下水道の種類 区分 排除汚水量 ～R7.8.31検針（旧） R7.９.１検針～（新） 差 

一般汚水 基本使用料 １０㎥までの分 1,59５.０ 1,890.9 295.9 

従量使用料 

（１㎥当たり） 

１０㎥を超え 20㎥までの分 178.2 211.2 33.0 

20㎥を超え 30㎥までの分 190.3 225.5 35.2 

30㎥を超え 50㎥までの分 206.8 245.3 38.5 

50㎥を超え 100㎥までの分 213.4 253.0 39.6 

１００㎥を超え５００㎥までの分 218.9 259.6 40.7 

５００㎥を超える分 22４.4 265.1 40.7 

八幡原工業団地汚水従量使用料（１㎥当たり） ７７．０ ９１．３ １４．３ 

公衆浴場汚水従量使用料（１㎥当たり） ３８．５ ４５．１ ６．６ 
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年度 
公共下水道事業 農業集落排水事業 

水量（㎥）  （一般） 水量（㎥）  （八幡原） 水量合計（㎥） 水量（㎥） 

R元 5,180,945 2,299,963 7,480,908 32,492 

R2 5,253,781 2,425,925 7,679,706 32,731 

R3 5,348,548 2,429,439 7,777,987 32,492 

R4 5,286,756 2,417,422 7,704,178 32,163 

R5 5,122,540 2,277,487 7,400,027 32,068 

R6 5,307,784 2,233,972 7,541,756 31,181 

 

 過去６年間の有収水量は、人口減少等の要因により減少傾向にあります。公共下

水道事業においては令和５年度で約 740 万㎥、農業集落排水事業においては令和６

年度で約３万１千㎥まで有収水量が減少しています。 

なお、公共下水道事業の令和６年度の有収水量は、米沢クリーンセンターのし尿

を受け入れた令和６年８月から令和７年２月までの一時使用分があったため増えて

います。 
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 ３.１.３ 組織 

本市の下水道事業は、平成 31年４月に地方公営企業法を適用し、公営企業会計に

移行しました。それに伴い上下水道部の組織見直しを行い、主に業務課と下水道課

で下水道事業の業務を行っています。職員数は、令和６年度末現在で、下水道事業

会計から人件費が支弁されている職員数は 18名で、下水道課職員 12名、業務課職

員５名、水道課職員１名となっています。また、受託業務として合併処理浄化槽設

置事業費補助金等業務に１名分が一般会計から人件費が支弁されています。 

 

 ３.２ 民間委託等 

 公共下水道事業の処理場である「米沢浄水管理センター」及び農業集落排水事業

の処理施設である「成島地区農業集落排水処理施設」の維持管理、水道料金及び下

水道使用料の徴収業務並びに汚泥処理業務について民間委託を行っています。 

 

３.３ 資源の有効活用 

 平成 13年度から米沢浄水管理センターから排出される汚泥の一部を民間再資源化

施設に搬出し、資源の有効活用を図っています。 

汚泥再資源化の状況（米沢浄水管理センター） 

年度 搬出汚泥量（ｔ） 再資源化率 

（％） 埋立 コンポスト化 燃料化 エネルギー化 合計 

R元 1,049．８１ 2,069.02 175.12 158.86 3,452.81 69.6 

R2 1,165．２３ 2,507.14 164.23 103.90 3,940.50 70.4 

R3 1,017.25 2,452.06 105.42 104.03 3,678.76 72.3 

R4 928.11 2,612.05 102.21 101.42 3,743.79 75.2 

R5 833.38 2,710.54 101.80 104.73 3,750.45 77.8 

R6 797.40 3,036.19 98.95 104.25 4,036.７９ 80.2 
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３.４ 経営分析 

令和６年度決算に基づき、総務省の経営指標を活用し、類似団体の平均値との比較、

分析等を行いました。 

 

３.４.１ 公共下水道事業 

本市の公共下水道事業は、総務省類型区分では、処理区域内人口が１万人以上５

万人未満、有収水量密度が 2.5 千㎥/ha 以上 5.0 千㎥/ha 未満、供用開始後 25 年以上

のため、「Ｃｃ１」に区分されます。「Ｃｃ１」に区分された類似団体の平均値と

の比較、現状分析は以下のとおりです。 

 

項目 米沢市 類似団体平均値※ 

施設利用率（％） 67.0 62.2 

有収率（％） 82.4 81.1 

水洗化率（％） ９０．７ 91.8 

使用料単価（円/㎥） 146.46 153.32 

汚水処理原価（円/㎥） １６４．４０ 165.06 

経費回収率（％） 89.1 92.9 

経常収支比率（％） 94.8 105.1 

処理区域内人口 1人あたりの企業債残高（千円/人） 289 231 

※類似団体平均値の値は、翌年度公表となることから令和 5 年度の値である。 

 

公共下水道事業の経費回収率は目標とする 100％に達しておりません。また、汚水

処理原価が類似団体と比較して低いですが、使用料単価においては、国が示す最低限

の水準（150円/㎥以上）に達しておらず、使用料で汚水処理費用を賄えていない状況

であります。これらを踏まえ、適正な水準となるよう令和６年度に下水道使用料の改

定を行いました。 

この使用料改定で私費負担の適正化が図られましたが、公費負担の適正化について

は、引き続き財政課との調整が必要です。 

令和６年度決算における経営分析（公共下水道事業） 
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今後の社会経済情勢の変化や原材料費等の物価上昇、人件費高騰の影響により、処

理費用が増大することが懸念されます。また、水洗化率（接続率）は、類似団体と比

較し低い状況にあることから、今後も水洗化率（接続率）の向上に取り組んでいくこ

ととします。 

処理区域内人口１人当たりの企業債残高は、類似団体と比較して高い状況にあり、

下水道事業の最適化（処理区域の見直し等）を図り、効率的かつ計画的に更新を進め

ていく必要があります。 

 

３.４.２ 農業集落排水事業 

本市の農業集落排水事業は、総務省類型区分で、有収水量密度が 2.5 千㎥/ha 未

満、供用開始後 25 年以上のため、「ｄ１」に区分されます。「ｄ１」に区分された

類似団体の平均値との比較、現状分析は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

農業集落排水事業の経常収支比率は 100％を超えていますが、公共下水道事業と同

一の使用料体系としていることから経費回収率は 48.9％と低く、使用料で維持管理

費を賄えていない状況にあり、経費を一般会計からの基準外の繰入金に依存している

状態です。これは区域内における人口密度が低く、構造的に使用料収入で事業を持続

することが困難なためです。 

項目 米沢市 類似団体平均値※ 

施設利用率（％） 56.3 50.1 

有収率（％） 104.2 88.6 

水洗化率（％） 88.9 87.9 

使用料単価（円/㎥） 169.05 156.10 

汚水処理原価（円/㎥） 345.66 264.31 

経費回収率（％） 48.9 59.1 

経常収支比率（％） 103.7 100.1 

処理区域内人口 1人あたりの企業債残高（千円/人） 353 286 

※類似団体平均値の値は、翌年度公表となることから令和 5 年度の値である。 

令和６年度決算における経営分析（農業集落排水事業） 
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経費節減や水洗化率（接続率）向上などを進め、経営改善に取り組むことで、公共

下水道への接続を前提とした事業再編やダウンサイジングを視野に入れた農業集落

排水事業のあり方について検討します。 

 

４．経営の基本方針 

 地方公営企業である下水道事業は、独立採算の原則に基づき、使用料を主な財源と

して運営されています。しかし近年の人口減少などの影響で今後も有収水量の低下が

続くと予想され、それに伴い使用料収入の減少が見込まれます。加えて、施設・設備

の適正な維持管理と計画的な更新を進めながら、安定したサービスを提供していく必

要があります。 

 このため、本市では「将来にわたって安定的なサービス提供と効率的で持続可能な

下水道事業経営の実現」を基本方針として、この経営戦略に基づく計画的、かつ、合

理的な運営を行うことで経営基盤を強化し、財政マネジメントを一層向上させていき

ます。 

 

 ５．投資・財政計画（収支計画） 

 ５.１ 収支計画 

 公共下水道事業、農業集落排水事業それぞれの収益的収支及び資本的収支の見通し

は財政計画（18ページ以降）のとおりです。 

公共下水道事業では、収支計画は令和６年度決算を踏まえて今後 10 年間の決算見

込みにより算定しています。令和５年度末から下水道使用料改定の検討を開始し、今

後一層人口減少傾向が続くことや将来の有収水量の予測、収支計画や社会経済情勢の

変化を勘案して使用料（私費負担）の改定を行いました。一方、公費負担については、

今後も総務省が示す繰出基準で積算した所要額を一般会計から繰り入れる計画とし、

国、本市、使用者等それぞれが適正な費用を負担します。 
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また、農業集落排水事業は、区域内における人口密度が低く、使用料収入で事業を

持続することが困難なため、総務省が示す繰出基準に基づかない繰入金の想定が必要

となります。 

使用料改定の際には、使用料単価、資本費算入率を指標として、私費負担の適正化

を図ったものであり、今後はこの指標を基にした分析を毎年度実施します。 

加えて、経営改善の効果の指標として、引き続き経常収支比率及び経費回収率を採

用し、これらの目標値を６.３.１使用料のとおり設定します。 

 

 ５.２ 投資計画 

 本計画期間中における主な投資予定事業の時期及び概算事業費は次のとおりです。

この表以外に、大規模修繕（収益的支出）や新産業団地整備事業等についても、（仮

称）米沢市新総合計画の第１期実施計画に登載し、計画的に行っていきます。 

 

 

 

（単位：百万円、税込）

項目 内容 事業費 Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３ Ｒ１４ Ｒ１５ Ｒ１６
浄水管理センター
改築事業
　　 （構築物）

516

81 85 100 150 100
浄水管理センター
改築事業
 　（機械設備）

4,218

954 118 278 1,138 50 50 50 400 820 360

新産業団地下水
道整備事業

新産業団地の整備
に伴い下水道を整備
します。

800

15 20 255 255 255

下水道管渠整備
事業

市民要望等を踏まえ
未普及地域の整備
を進めます。

567

61 58 50 62 50 62 50 62 50 62

下水道管渠改築

事業

改築計画を策定し、
下水道管の改築を
進めます。

2,275

40 70 25 30 35 55 505 505 505 505

営業設備費
機器・計器等を整備
します。

85

2 5 9 2 10 21 9 9 9 9
8,461 1,057 251 458 1,337 400 443 869 1,076 1,534 1,036

※概算事業費には、人件費及び事務費を含みません。

施設整備計画

ストックマネジメント
計画に基づき施設の
改築を進めます。

概算事業費合計
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 ６．経営改善・財源確保の取組 

６.１ 投資 

 処理施設及び管路施設の改築については、下水道ストックマネジメント計画（令和

４年 12月改定）に基づき進めていきます。また、財政状況や市民要望なども考慮し、

計画的に点検・調査を実施し、大規模な修繕に至らないよう適切な維持管理を行い、

維持管理経費の縮減に努めていきます。 

人口減少に伴い水洗化人口も減少していくことが予想されるため、施設・設備につ

いては、適正な規模で改築を行う必要があります。また、汚水管渠の布設事業計画に

ついては、費用対効果を十分考慮し、検討していきます。 

農業集落排水事業は、３.４.２経営分析にもあるとおり、単独での経営は困難な状

況にあることから、今後、公共下水道への接続を前提とした事業再編も視野に入れ、

農業集落排水事業のあり方について検討します。 

 

６.２ 投資の財源 

投資の財源については、使用料収入のほか、企業債の借入及び国庫補助金を充てて

いくことを想定していますが、DX や GX、地方創生、脱炭素に関連した有効な補助メ

ニューがあれば積極的に活用し、経営基盤の強化に努めていきます。 

 

６.３ 収入を確保する取組 

 ６.３.１ 使用料 

地方公営企業である下水道事業会計は独立採算が原則とされますが、本市の下水道

事業は一般会計からの繰入金（基準内繰入金及び基準外繰入金）を想定した運営を 

行っています。繰入金に過度に依存することは避けるべきですが、国、米沢市、使用

者等のそれぞれが適正な費用を負担する必要があります。 

そこで毎年度決算時に下水道使用料の水準を検証します。適正な下水道使用料のあ

り方の指標として使用料単価、資本費算入率を追加し、又、経営改善の効果の指標と
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して引き続き経常収支比率及び経費回収率を採用し、目指す目標値を以下のとおりと

します。 

目指す目標値（公共下水道事業） 

項目 
現状値 目標値 

R6 R7 R12 

使用料単価（円/㎥） １４６．5 １５０以上 １５０以上 

資本費算入率（％） ５７．5 ５０以上 ５０以上 

経常収支比率（％） ９４．8 １００以上 １００以上 

経費回収率（％） ８９．1 １００以上 １００以上 

 

 ６.３.２ 企業債 

投資の財源としての企業債は、世代間の公平を図る機能を担っていることから、主

な財源として活用していきます。 

金利動向を注視しながら、有利な償還方法等を検討してまいります。 

 

６.４ 支出を最小にする取組、その他の取組 

事務の効率化や経費の節減を図るため、今後も継続して事務事業の見直しを積極的

に行います。 

  

６.４.１ 広域連携・経営広域化 

周辺市町（南陽市、川西町、高畠町及び本市）と連携し、米沢クリーンセンターと

南陽クリーンセンターのし尿受入施設を廃止し、令和７年４月１日からし尿受入施設

「中田クリーンセンター」が稼働しました。今後、効果を検証し、経営基盤の強化に

努めていきます。 
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６.４.２ 民間活用（ウォーターPPP/PFI） 

ウォーターPPP/PFIは国の「デフレ完全脱却のための総合経済対策」（令和５年 11

月２日）に基づき、PPP/PFI 推進アクションプラン（令和５年改定版）の中でウォー

ターPPP の導入を推進することが示されました。加えて国は、汚水管の改築を社会資

本整備総合交付金の交付要件としたことから、本市では官民連携の実施について検討

し、企業ノウハウや技術力を活用することで、効果的な社会資本整備の推進と良質な

公共サービス提供を持続します。 

ウォーターPPPの導入スケジュール 

実施年度 実施内容 

R9 基礎調査 

R10 導入可能性調査 

R11 公募、選定 

R12 ウォーターPPP/PFI実施 

 

 ６.４.３ 接続率の向上 

本市の下水道水洗化率は、令和７年３月 31日現在 90.7％（10ページの表のとおり）

で、類似団体と比較して低い状況です。接続率向上が使用料収入の増加に直接かかわ

ることから、接続率向上のため「普及促進補助金交付」や「改造資金融資あっせん及

び利子補給制度」などの補助事業を行っていきます。アンケート結果から下水道への

切り替えは、その住居に住み続ける等といった動機が必要、排水設備工事にかかる資

金不足等の課題が見えてきました。今後、事業内容を精査しながら継続実施し、接続

率の向上を図っていきます。 

 

 ６.４.４ 脱炭素への取組 

米沢浄水管理センターの汚泥処理の過程で発生したガスを利用し発電を行い、その

発生した排熱も利用するなど、引き続き維持管理費の削減と温室効果ガス排出量の削

減に努めていきます。汚泥はその一部を民間再資源化施設に搬出し、資源の有効活用

を図っています（３.２民間委託等）。 
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また、本市は環境省が所管する脱炭素先行地域に選定されたことから、これを契機

として、米沢浄水管理センターに太陽光発電設備の導入を検討します。 

 

７．経営戦略の事後検証、更新に関する事項 

 経営基盤が強化されているか、財務マネジメントが向上しているか等、毎年度の進

捗状況を決算時における経営指標等により把握し、財務分析を行います。 

３～５年程度で経営戦略の見直しや検討を行い、その結果を収支計画及び事業計画

に反映させていきます。 
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9,
45

0
14

0,
56

9
20

1,
62

2
14

1,
91

6
14

2,
60

9
14

3,
31

6
14

4,
03

8
18

3,
96

1
14

5,
52

4
(3

)
1,

30
2,

47
7

1,
40

4,
24

1
1,

46
9,

93
4

1,
46

5,
91

5
1,

46
0,

58
6

1,
51

4,
12

0
1,

48
4,

16
8

1,
46

7,
41

0
1,

42
4,

07
4

1,
40

3,
20

9
1,

47
1,

28
2

２
．

29
3,

76
9

26
0,

31
8

23
0,

19
5

23
0,

32
2

25
7,

46
3

22
6,

05
2

21
8,

87
7

22
5,

78
2

23
2,

90
7

25
0,

66
3

23
4,

82
4

(1
)

16
6,

94
0

17
5,

39
8

17
9,

54
1

17
1,

46
0

16
6,

62
3

17
1,

76
5

16
3,

46
1

15
5,

46
5

15
4,

01
4

15
4,

47
7

15
9,

87
1

(2
)

12
6,

82
9

84
,9

20
50

,6
54

58
,8

62
90

,8
40

54
,2

87
55

,4
16

70
,3

17
78

,8
93

96
,1

86
74

,9
53

(D
)

2,
33

6,
31

0
2,

43
3,

14
4

2,
53

3,
97

7
2,

51
4,

76
7

2,
61

2,
28

9
2,

58
9,

26
2

2,
54

7,
37

1
2,

54
3,

44
7

2,
51

3,
28

4
2,

59
3,

07
6

2,
61

0,
33

6

(E
)

△
 1

21
,6

62
△

 1
0,

41
2

△
9,

97
4

△
9,

61
0

△
9,

23
8

△
8,

86
0

△
8,

47
5

△
8,

08
2

△
7,

68
1

△
7,

27
4

△
6,

85
8

(F
)

(G
)

(H
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

△
 1

21
,6

62
△

 1
0,

41
2

△
 9

,9
74

△
 9

,6
10

△
 9

,2
38

△
 8

,8
60

△
 8

,4
75

△
 8

,0
82

△
 7

,6
81

△
 7

,2
74

△
 6

,8
58

(I
)

△
 1

37
,2

11
△

 1
47

,6
23

△
 1

57
,5

97
△

 1
67

,2
07

△
 1

76
,4

45
△

 1
85

,3
05

△
 1

93
,7

80
△

 2
01

,8
62

△
 2

09
,5

43
△

 2
16

,8
17

△
 2

23
,6

75

（単
位

：千
円

、
税

抜
）

長
期

前
受

金
戻

入

委
託

費

経
常

損
益

　
　

う
ち

し
尿

受
入

利
子

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

収 益 的 収 支
営

業
外

費
用

そ
の

他

収
入

計

退
職

手
当

収 益 的 収 入

　
　

　
　

　
　

（
一

般
会

計
分

）

　
　

　
　

　
　

（
置

広
分

）

他
会

計
負

担
金

受
託

工
事

収
益

営
業

外
収

益
そ

の
他

（
雨

水
処

理
負

担
金

等
）

補
助

金

材
料

費

動
力

費

支
払

利
息

そ
の

他
（

受
託

業
務

、
雑

支
出

）

(C
)-

(D
)

支
出

計

職
員

給
与

費

経
費

(F
)-

(G
)

収 益 的 支 出

基
本

給

営
業

費
用

修
繕

費

特
別

損
益

そ
の

他

特
別

損
失

減
価

償
却

費

特
別

利
益

負
担

金

使
用

料
収

入

そ
の

他

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)

営
業

収
益

10
年

度
7年

度
11

年
度

12
年

度
13

年
度

6年
度

決
算

8年
度

16
年

度
9年

度
15

年
度

14
年

度

し
尿

受
入

元
金

分

し
尿

受
入

処
理

負
担

金
（

置
広

）

収
益
的
収
支
（
公
共
下
水
道
事
業
）

収
支
計
画
（
３
条
収
支
）
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年
　

　
　

　
　

度

区
　

　
　

　
　

分

１
．

1
,5

2
8
,0

0
0

9
4
7
,8

0
0

3
5
4
,2

0
0

4
3
9
,2

0
0

7
9
1
,3

0
0

2
7
9
,0

0
0

2
7
9
,1

0
0

4
9
3
,8

0
0

5
6
9
,8

0
0

7
8
1
,3

0
0

5
6
9
,8

0
0

２
．

1
7
0
,5

9
7

1
6
5
,1

2
3

1
5
5
,5

8
6

1
4
8
,7

8
8

1
3
2
,5

1
4

1
1
8
,7

7
2

1
0
2
,9

2
0

8
6
,9

0
6

7
4
,9

3
3

6
5
,8

0
7

5
7
,9

1
2

３
．

9
1
5
,3

3
0

5
2
4
,3

2
5

6
2
,3

5
0

1
8
3
,6

5
0

6
3
9
,2

5
0

1
5
0
,0

0
0

1
8
1
,0

0
0

4
0
0
,0

0
0

5
3
1
,0

0
0

7
7
7
,5

0
0

4
9
3
,0

0
0

４
．

1
4
,2

8
6

2
7
,2

8
0

2
7
,6

3
8

2
6
,0

0
2

2
6
,3

7
4

2
6
,7

5
2

2
7
,1

3
7

2
7
,5

3
0

2
7
,9

3
1

2
8
,3

3
8

2
8
,7

5
5

0
1
9
,2

8
0

1
9
,6

3
8

2
0
,0

0
2

2
0
,3

7
4

2
0
,7

5
2

2
1
,1

3
7

2
1
,5

3
0

2
1
,9

3
1

2
2
,3

3
8

2
2
,7

5
4

2
,1

8
0

2
,5

5
8

4
,5

8
9

7
,4

8
4

9
,6

2
0

1
2
,2

8
5

1
2
,6

2
0

1
2
,7

5
9

1
2
,8

9
7

1
3
,4

0
7

1
7
,1

0
0

1
7
,0

8
0

1
5
,4

1
3

1
2
,8

9
0

1
1
,1

3
2

8
,8

5
2

8
,9

1
0

9
,1

7
2

9
,4

4
1

9
,3

4
7

(A
)

2
,6

2
8
,2

1
3

1
,6

6
4
,5

2
8

5
9
9
,7

7
4

7
9
7
,6

4
0

1
,5

8
9
,4

3
8

5
7
4
,5

2
4

5
9
0
,1

5
7

1
,0

0
8
,2

3
6

1
,2

0
3
,6

6
4

1
,6

5
2
,9

4
5

1
,1

4
9
,4

6
7

(B
)

(A
)-

(B
)

(C
)

2
,6

2
8
,2

1
3

1
,6

6
4
,5

2
8

5
9
9
,7

7
4

7
9
7
,6

4
0

1
,5

8
9
,4

3
8

5
7
4
,5

2
4

5
9
0
,1

5
7

1
,0

0
8
,2

3
6

1
,2

0
3
,6

6
4

1
,6

5
2
,9

4
5

1
,1

4
9
,4

6
7

１
．

1
,9

3
7
,1

0
6

1
,0

4
3
,7

2
7

2
0
2
,3

1
0

4
5
5
,4

7
0

1
,3

2
9
,7

9
0

3
8
0
,4

2
0

4
5
8
,5

9
0

8
8
4
,9

7
0

1
,0

9
1
,9

7
0

1
,5

4
9
,9

7
0

1
,0

5
5
,9

7
0

1
7
,3

5
3

1
3
,9

3
0

1
3
,9

3
0

1
3
,9

3
0

1
3
,9

3
0

6
,9

6
5

6
,9

6
5

6
,9

6
5

6
,9

6
5

6
,9

6
5

6
,9

6
5

２
．

1
,1

8
8
,7

0
3

1
,2

0
8
,5

8
4

1
,1

5
4
,5

7
2

1
,1

5
0
,7

3
7

1
,0

5
1
,2

9
2

1
,0

6
3
,3

0
1

1
,0

2
2
,7

0
8

9
8
4
,3

5
0

9
5
1
,6

1
9

9
1
5
,4

3
3

9
2
1
,2

7
9

３
．

(D
)

3
,1

2
5
,8

0
9

2
,2

5
2
,3

1
1

1
,3

5
6
,8

8
2

1
,6

0
6
,2

0
7

2
,3

8
1
,0

8
2

1
,4

4
3
,7

2
1

1
,4

8
1
,2

9
8

1
,8

6
9
,3

2
0

2
,0

4
3
,5

8
9

2
,4

6
5
,4

0
3

1
,9

7
7
,2

4
9

(E
)

4
9
7
,5

9
6

5
8
7
,7

8
3

7
5
7
,1

0
8

8
0
8
,5

6
7

7
9
1
,6

4
4

8
6
9
,1

9
7

8
9
1
,1

4
1

8
6
1
,0

8
4

8
3
9
,9

2
5

8
1
2
,4

5
8

8
2
7
,7

8
2

１
．

4
3
7
,3

5
8

5
4
5
,0

2
5

7
5
6
,5

7
6

7
9
3
,2

2
9

7
2
8
,8

0
0

8
5
6
,1

0
6

8
7
2
,0

7
3

8
1
8
,1

5
5

7
8
6
,7

5
4

7
3
4
,9

4
4

7
7
3
,9

4
3

２
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

３
．

４
．

6
0
,2

3
8

4
2
,7

5
8

5
3
2

1
5
,3

3
8

6
2
,8

4
4

1
3
,0

9
1

1
9
,0

6
8

4
2
,9

2
9

5
3
,1

7
1

7
7
,5

1
4

5
3
,8

3
9

(F
)

4
9
7
,5

9
6

5
8
7
,7

8
3

7
5
7
,1

0
8

8
0
8
,5

6
7

7
9
1
,6

4
4

8
6
9
,1

9
7

8
9
1
,1

4
1

8
6
1
,0

8
4

8
3
9
,9

2
5

8
1
2
,4

5
8

8
2
7
,7

8
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

○
他

会
計

繰
入

金

年
　

　
　

　
　

度

区
　

　
　

　
　

分

収
益

的
収

支
分

（
受

託
業

務
除

く
）

2
7
4
,2

7
8

4
1
8
,1

8
5

4
3
7
,0

6
6

4
3
2
,4

4
8

5
2
5
,4

4
8

5
2
4
,6

6
0

5
2
3
,8

4
1

5
5
2
,9

1
6

5
6
4
,4

3
4

6
5
0
,0

9
6

6
6
4
,0

4
2

2
5
7
,7

7
6

4
1
6
,6

0
7

4
3
5
,2

0
9

4
2
9
,3

0
8

5
2
0
,5

8
3

5
1
8
,6

8
4

5
1
6
,5

4
6

5
4
6
,0

4
0

5
5
7
,7

8
1

6
4
3
,6

6
4

6
5
7
,6

5
3

1
6
,5

0
2

1
,5

7
8

1
,8

5
7

3
,1

4
0

4
,8

6
5

5
,9

7
6

7
,2

9
5

6
,8

7
6

6
,6

5
3

6
,4

3
2

6
,3

8
9

2
,2

4
4

1
,5

7
8

1
,7

7
7

3
,0

6
0

4
,7

8
5

5
,8

9
6

7
,2

1
5

6
,7

9
6

6
,5

7
3

6
,3

5
2

6
,3

0
9

1
7
0
,5

9
7

1
6
7
,3

0
3

1
5
8
,1

4
4

1
5
3
,3

7
7

1
3
9
,9

9
8

1
2
8
,3

9
2

1
1
5
,2

0
5

9
9
,5

2
6

8
7
,6

9
2

7
8
,7

0
4

7
1
,3

1
9

1
7
0
,5

9
7

1
6
5
,1

2
3

1
5
5
,5

8
6

1
4
8
,7

8
8

1
3
2
,5

1
4

1
1
8
,7

7
2

1
0
2
,9

2
0

8
6
,9

0
6

7
4
,9

3
3

6
5
,8

0
7

5
7
,9

1
2

0
2
,1

8
0

2
,5

5
8

4
,5

8
9

7
,4

8
4

9
,6

2
0

1
2
,2

8
5

1
2
,6

2
0

1
2
,7

5
9

1
2
,8

9
7

1
3
,4

0
7

0
2
,1

8
0

2
,5

5
8

4
,5

8
9

7
,4

8
4

9
,6

2
0

1
2
,2

8
5

1
2
,6

2
0

1
2
,7

5
9

1
2
,8

9
7

1
3
,4

0
7

4
4
4
,8

7
5

5
8
5
,4

8
8

5
9
5
,2

1
0

5
8
5
,8

2
5

6
6
5
,4

4
6

6
5
3
,0

5
2

6
3
9
,0

4
6

6
5
2
,4

4
2

6
5
2
,1

2
6

7
2
8
,8

0
0

7
3
5
,3

6
1

資
本
的
収
支
（
公
共
下
水
道
事
業
）

資
本

的
収

支
分

う
ち

し
尿

利
子

償
還

分

う
ち

し
尿

元
金

償
還

分

1
0
年

度

1
4
年

度
1
5
年

度
1
6
年

度

繰
入

金
額

計

基
準

内
繰

入
金

基
準

外
繰

入
金

1
3
年

度
1
4
年

度
1
5
年

度
1
6
年

度
1
1
年

度
1
2
年

度
6
年

度
7
年

度
8
年

度
9
年

度

7
年

度
8
年

度
9
年

度
1
0
年

度
1
1
年

度
1
2
年

度
1
3
年

度
6
年

度
決

算

そ
の

他

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

補
て

ん
財

源
不

足
額

資 本 的 収 支

資 本 的 収 入

　
　

う
ち

、
し

尿
受

入
元

金
償

還
分

資 本 的 支 出

補 て ん 財 源

計 計

建
設

改
良

費

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

(E
)-

(F
)

企
業

債

う
ち

職
員

給
与

費

計

国
・

県
補

助
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  
  

(D
)-

(C
)

損
益

勘
定

留
保

資
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

企
業

債
償

還
金

純
計

　
　

（
一

般
）

基
準

外
繰

入
金

基
準

内
繰

入
金

（
単

位
：
千

円
、

税
込

）

　
　

（
置

広
）

他
会

計
負

担
金

収
支
計
画
（
４
条
収
支
）
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年
　

　
　

　
　

　
度

区
　

　
　

　
　

　
分

１
．

(A
)

5,
27

1
5,

43
7

5,
83

4
5,

81
1

5,
78

7
5,

76
4

5,
74

1
5,

71
8

5,
69

5
5,

67
2

5,
65

0
(1

)
5,

27
1

5,
43

7
5,

83
4

5,
81

1
5,

78
7

5,
76

4
5,

74
1

5,
71

8
5,

69
5

5,
67

2
5,

65
0

(2
)

(B
)

(3
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
２

．
36

,5
78

34
,6

49
33

,6
80

33
,1

08
32

,5
94

32
,2

48
32

,1
55

32
,1

56
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【収益的収支】 

項  目 設 定 条 件 

収
益
的
収
入 

営
業
収
益 

使用料収入 

実績を踏まえた将来見込みにより算出。 

（使用料改定：令和 7 年度 18.6％改定） 

有収水量：人口減少や節水志向の高まりを考慮し令和 7 年度見込値から毎年

0.4％減。 

その他 他会計負担金（雨水処理費市負担金） 

営
業
外
収
益 

他会計負担金 基準内繰入金（繰出基準によるものを計上） 

補助金 見込んでいない（すでに交付が決定しているものを除く。）。 

長期前受金戻入 既存の資産及び取得予定の資産に対する長期前受金戻入額を試算により計上 

その他 浄化槽業務に係る市負担金及びし尿受入による負担金 

収
益
的
支
出 

営
業
費
用 

職員給与費 令和 7 年度予算額を使用し、令和 11 年度以降は職員 1 名分増で計上 

経

費 

委託費 新総合計画の見込みを使用 

動力費 し尿受入施設稼働に伴う処理量の増加を見込んで算出 

修繕費 新総合計画の見込みを使用 

材料費 令和 4～6 年度の実績を使用し、毎年 2％増加 

その他 令和 4～6 年度の実績を使用 

減価償却費 既存の資産及び取得予定の資産に対する減価償却費を試算により計上 

営
業
外
費
用 

支払利息 
企業債の利息を計上 

既発債分は終期年度までの償還状況、新発債分は利率 2.5％で算出 

その他 資本的収入の特定収入に係る消費税の振替分を計上 

 ※経費については物価高騰を踏まえ、増加を見込んでいます。上昇率は日本銀行の「経済・物価情勢の 

展望（2024 年 7 月）」の消費者物価指数を参考としました。 
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【資本的収支】 

項  目 設 定 条 件 

資
本
的
収
支 

資
本
的
収
入 

企業債 
施設整備計画に基づき企業債の新規借入額を計上 

建設改良債、特別措置分、資本費平準化債（R13 以降発行可能額なし） 

他会計負担金 基準内繰入金（繰出基準によるものを計上） 

国・県補助金 施設整備計画（13 ページ）に基づき補助金額を計上 

その他 
受益者負担金及びし尿受入施設に係る企業債償還元金 

企業債償還元金は終期年度までの償還状況から算出 

（A）のうち翌年度へ繰り越さ

れる支出の財源充当額 
見込んでいない 

資
本
的
支
出 

建設改良費 施設整備計画（P11）に基づき事業費を計上 

うち職員給与費 令和 11 年度以降は職員 1 名分減で計上 

企業債償還金 
企業債の償還額を計上 

既発債分は終期年度までの償還状況、新発債分は借入条件毎に算出 

他会計長期借入返還 見込んでいない 

項 目 設 定 条 件 

【他会計繰入金】 

補

填

財

源 

損益勘定留保資金 資本的収入額が資本的支出額に不足する額－その他 

利益剰余金処分額 見込んでいない 

繰越工事資金 見込んでいない 

その他 消費税資本的収支調整額  

他
会
計
繰
入
金 

収益的収支分 収益的収入の基準内繰入金と基準外繰入金の合計 

  うち基準内繰入金 分流式下水道等経費市負担金等（繰出基準によるもの） 

 うち基準外繰入金 し尿受入施設に係る利子償還金等、基準内繰入金 5％～10％相当分 

資本的収支分 資本的収入の基準内繰入金と基準外繰入金の合計 

  うち基準内繰入金 特別措置分元金償還金市負担金等 

 うち基準外繰入金 し尿受入施設に係る元金償還金 

【企業債借入条件】 

 項  目 据置年数及び償還年数 利 率 その他 

1 建設改良債（管渠） 0 年据置  30 年償還 

2.5％ 

 

2 建設改良債（処理場） 1 年据置  20 年償還  

3 資本費平準化債 1 年据置  20 年償還 発行可能限度額（拡充分なし）まで 

4 特別措置 1 年据置  15 年償還 10 年見直し 
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項目 説明

１日平均流入水量

１日処理能力

年間有収水量

年間総処理水量

水洗化人口

処理区域内人口

使用料収入

年間総有収水量

使用料収入－維持管理費

資本費

汚水処理費

年間総有収水量

使用料単価

汚水処理原価

経常収益

経常費用

企業債現在高合計 － 一般会計負担額

処理区域内人口

収益的収入及び資本的収入のうち
一般会計繰入金

収益的収入＋資本的収入

繰入率（％） ×100 収入のうち一般会計繰入金の割合。

経常収支比率（％） ×100
収益と費用の相対的な関連性を示す。数値
が高いほどよい。

処理区域内人口1人当たりの
企業債残高（千円/人） ×100

使用料収入に対する企業債残高の割合で
あり、企業債残高の規模を表す指標。

汚水処理原価（円/㎥） 有収水量1㎥当たりの汚水処理費用

経費回収率（％） ×100
汚水処理にかかる費用が使用料で賄われて
いるかをみる。

水洗化率（％） ×100
水洗化可能人口のうち、水洗化を実施して
いる人口の割合。数値が高いほどよい。

使用料単価（円/㎥） 有収水量1㎥当たりの下水道使用料収入

資本費算入率（％） ×100
下水道使用料で資本費（減価償却費等）賄
う割合。

用語の説明
算式

施設利用率（％） ×100
施設がどれだけ効率的に利用されているか
をみる。100％に近いほど有効に使用されて
いる。

有収率（％） ×100
処理場に流入した汚水のうち、使用者から
料金として徴収される水量の割合。数値が
高いほどよい。
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米沢市下水道事業経営戦略 
令和８年 月（中間見直し） 

 

米沢市上下水道部 
業務課・下水道課 


